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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年11月4日(2021.11.4)

【公開番号】特開2020-57843(P2020-57843A)
【公開日】令和2年4月9日(2020.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2020-014
【出願番号】特願2018-184984(P2018-184984)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/48     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/525    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/90     (2017.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    1/48     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/01     １１７　
   Ｇ０３Ｇ   15/01     　　　Ｓ
   Ｂ４１Ｊ    2/525    　　　　
   Ｇ０６Ｔ    7/90     　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ５１０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月22日(2021.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像処理装置であって、
　有彩色を指定する指定手段と、
　原稿の画像を読み取る読取手段と、
　前記読取手段によって読み取られた画像の画素のうち裏写りが発生している画素を特定
する特定手段と、
　前記特定手段によって特定された画素の輝度値を増加させる処理手段と、
　前記処理手段によって増加された輝度値に基づいて、前記特定手段によって特定された
画素の色を、無彩色及び前記指定手段によって指定された前記有彩色のいずれかに変換す
る変換手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記読取手段によって読み取られた画像の画素について得られる分散値に基づいて、前
記裏写りが発生している画素を特定することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
。
【請求項３】
　前記分散値は前記読取手段によって読み取られた画像内の複数の画素の分散の度合いを
示すことを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記処理手段は、前記読取手段によって読み取られた画像の画素のうち裏写りが発生し
ていない別の画素の別の輝度値を増加させず、
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　前記変換手段は、前記処理手段によって増加された輝度値に基づいて、前記特定手段に
よって特定された画素の色を、無彩色及び前記指定手段によって指定された前記有彩色の
いずれかに変換し、
　前記別の輝度値に基づいて、前記別の画素の色を、無彩色及び前記指定手段によって指
定された前記有彩色のいずれかに変換することを特徴とする請求項２又は３に記載の画像
処理装置。
【請求項５】
　前記処理手段は、前記特定手段によって特定された画素の輝度値に、前記特定手段によ
って特定された画素の輝度値と当該画素について得られた前記分散値の平均輝度値の差分
を加えることによって、前記特定手段によって特定された画素の輝度値を増加させること
を特徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記輝度値はＲＧＢに関する輝度値であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記指定手段は、少なくとも赤、緑、青のうちから前記有彩色を指定することを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記指定手段は、少なくともシアン、マゼンタ、イエローのうちから前記有彩色を指定
することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　画像処理装置の制御方法であって、
　有彩色を指定する指定工程と、
　原稿の画像を読み取る読取工程と、
　前記読取工程で読み取られた画像の画素のうち裏写りが発生している画素を特定する特
定工程と、
　前記特定工程で特定された画素の輝度値を増加させる処理工程と、
　前記処理工程で増加された輝度値に基づいて、前記特定工程によって特定された画素の
色を、無彩色及び前記指定工程によって指定された前記有彩色のいずれかに変換する変換
工程とを含むことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載された画像処理装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【請求項１１】
　画像処理装置であって、
　有彩色を指定する指定手段と、
　原稿の画像を読み取る読取手段と、
　前記読取手段によって読み取られた画像の画素のうち裏写りが発生している画素かを特
定する特定手段と、
　前記特定手段によって特定された画素の輝度値を増加させる処理手段と、
　前記処理手段によって増加された輝度値に基づいて、前記特定手段によって特定された
画素の色を、無彩色及び所定の有彩色のいずれかに変換する変換手段とを有することを特
徴とする画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、上述の問題の少なくとも一つに鑑みて成されたものであり、無彩色及びユー
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ザによって指定された有彩色への変換処理において裏写りの影響を低減する仕組みを提供
することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、例えば、画像処理装置であって、有彩色を指定する指定手段と、原稿の画像
を読み取る読取手段と、前記読取手段によって読み取られた画像の画素のうち裏写りが発
生している画素を特定する特定手段と、前記特定手段によって特定された画素の輝度値を
増加させる処理手段と、前記処理手段によって増加された輝度値に基づいて、前記特定手
段によって特定された画素の色を、無彩色及び前記指定手段によって指定された前記有彩
色のいずれかに変換する変換手段とを有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、無彩色及びユーザによって指定された色への変換処理において裏写り
の影響を低減することができる。
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